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「困っていることがある」と回答した会員の

経験年数

東日本大震災対策委員会

●「東日本大震災に係わる会員の皆様の現状伺い」のまとめ●

全会員に「東日本大震災に係わる会員の皆さまの現状伺い」

へのご協力をお願いしたところ、多くの方からご協力を得られ

ました。大変感謝しております。

今回お寄せいただいた声をまとめましたのでご報告いたしま

す。回答いただいた総数は 199 人（昨年 149 人）。そのうち困り

感があると回答したのは 64 人（32.2％）。内訳は沿岸 42 人、内

陸 22 人でした。

「困っていることがある」と回答した会員の経験年数は右円グ

ラフのとおりです。

困っている内容として多く挙げられたのは「児童生徒の心身

のケアの必要性を感じる」「知識やスキルの不安がある」「児童

生徒の身体面の保健指導の必要性を感じる」の項目です。

「児童生徒の心身のケアの必要性を感じる」は３年連続で１番多く挙げられており「知識やスキルの

不安がある」と「保健指導の身体面の保健指導の必要を感じる」は、前年度と比べ、多く挙げられた

項目でした。

【困っていることの具体的内容】

★沿岸の方から★

・被災状況に差があり、被災した子供が気持ちを共有できる時間や場所、人が限られている。被災し

た子供が思いを表出出来ているかが心配。

・養護教諭として働き始めたばかりであり、メンタルケアに関しての知識やスキルが不十分であると

感じている。

・校庭や体育館が自由に使えないため、運動不足、運動能力の低下、肥満などの健康課題がある。

★内陸の方から★

・震災に対する意識が薄れてきている。忘れないように、子供たちに伝える努力が必要だと思う。

・沿岸部で震災を体験、内陸部の小学校に転入し、そこから中学校に入学してきた場合。震災時の子

供の状況を把握できない場合がある。

・沿岸から転入してきた児童の中に、避難訓練・台風等に敏感な児童もいます。心身のケアについて

十分に配慮し気をつけなくてはと思っている毎日です。

（東日本大震災対策委員：和泉由香理、前田久美子）
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